
コロナでの自粛生活および夏の暑さの
中でも、屋内で誰でも簡単にできる物作り
ができないかと思い考案した。100円ショッ
プなどで手に入る写真立てにパーツ、ボン
ドででき、皆様にとっては貝殻のパーツが
珍しかったようである。またキラキラのビー
ズに女性は大喜びで手に取り吟味されてい
た。お手本を見ながら飾りつけされる方、
自己流にアレンジしながら飾りつけされる
方、男性は照れながらもご家族様へのプレ
ゼントとして作られる方、それぞれに個性
がありとても素敵な作品ができたように思
う。準備は至って簡単で、材料も少なく非
常に安価でできるため自宅でも作ってみる、
とのお声も挙がっていた。フォトフレーム作り

夏の風物詩である「板橋区の花火大会」が今年も中止という
ことで、ご入居者様に夏を感じて頂く為にユニットで花火大
会を企画しました。ユニット内にポスターを掲示し何日も前
から告知したことにより皆様この日をとても楽しみにされて
おりました。手持ち花火だけでなく置き型の花火も用意した
為、手に持つことが出来ないご入居者様も「見て楽しむ」こ
とが出来、皆様の笑顔溢れる空間となりました。初めての花
火企画でしたが、ご入居者様だけでなく職員も一緒に楽しむ
ことが出来たので大成功です。
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7月25日にスイカ割り大会
を行いました。前日から
楽しみにされていた方も多
く、当日は「スイカ。大き
いのかしら」「当たるかな」
と色々ひそひそ。大きなス
イカを見た瞬間「わぁ。意
外と大きいわね」「なかな
か割れないものね」と童心
に帰り笑顔で楽しみました。
スイカが割れた後はお楽し
み実食をしました。「甘く
て美味しいわ」「もっと厚
く切ってよ」と色々注文さ
れ笑顔で召し上がられてい
ました。

夏らしいゼリーやミニケー
キを利用者様に提供させて

頂きました。ご入居者様達は、金魚ゼリーや夏らしく装
飾された様々なゼリーを見ては「勿体なくて食べられな
いよ～」「可愛い・綺麗」等と沢山の喜びの声が聞かれ
た。また、プチケーキも「小さくて柔らかくて食べやす
い」「こんなに美味しい物なん
て久々に食べたよ」等という声
も聞かれた。また、それらのス
イーツを通してご入居者様同士
の会話も弾まれているようでし
た。普段おやつを好まずあまり
召し上がれないご入居者様も嬉
しそうに召し上がれていたのは

とても喜ばしく思えました。

拝啓、8月も中旬になりますが、まだ
まだ暑い日が続きます。盛夏の疲れが出
やすい時期ですので、ご家族様もくれぐ
れもご自愛ください。

7月21日に風鈴作りを行いました。風鈴のガラス部分に
皆様一生懸命シールを貼ったり、マニキュアで模様をか
いたり等皆様の芸術性が垣間見れ、世界に1つだけの風
鈴が出来上がりました。風鈴の音色を聞く為にエアコン
の風にあてたり、ご自身の息を吹きかけたり等され梅雨
も開け夏の暑さが増す一方で風鈴の音色を聞き皆様の笑
顔も見られました。
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３階三、四丁目

プルコギは、朝鮮戦争で北朝鮮
に攻撃を受け家を失った庶民が、
屋外で火を囲んで食事をするよ
うになった中で、醤油ベースで
味付けした肉を鉄板で焼いて食
べたことが始まりとされていま
す。醤油・砂糖・酒・ごま油等
の調味料に、おろしたニンニク・
生姜・りんご等を加え混ぜたヤ
ンニョム（漬けだれ）に、薄切
りの赤身肉を漬けこみ、野菜等
と供に焼いて、お好みでサンチュ
に包んで食べます。 飲食店で
はプルコギパンと呼ばれる中央
の盛り上がった専用の鍋を使い、
周辺に溜まった肉汁に漬けなが

ら焼きます。

２００９年１月の京王百貨店新
宿店での駅弁大会で沖縄の駅弁
として実演販売されたお弁当。
今年は容器を正八角形の容器に
変え、掛紙はより派手なデザイ
ンな厚手の紙に変わり、中身は
クロカワカジキの漬け丼に、も
ずく、かじき、アーサの天ぷら
に車エビを添え、海ぶどうも詰
めた、つまり海ぶどう添え天ぷ
ら入りカジキ丼。以前の面影は
どこへやらと思いますが、催事
で買える弁当です。

4階一、二丁目 ２階一、二丁目

7月駅弁・郷土料理

1階ショートステイ

4階三、四丁目

真夏日が続く今時分季節を感じていただきつつ、涼しい気分になっていただこうと思い
このイベントを企画しました。ご入居者様の前であんみつを盛り付け、召し上がってい
ただきました。召し上がったご入居者様は皆様「美味しい」「最高に美味しい」とおっ
しゃりすぐぺろっと完食されていました。このように喜んでいただき企画したかいがあ
りました。次も喜んでいただけるようなイベント企画行いたいと思います。

2階一、二丁目

若葉特養でコロナウィルス感染
者が職員と入居者から確認されまし
た。日々、保健所や行政と連絡をと
りながら感染対策を取っております。

病院もひっ迫している中で、入院が
できず、施設で対応せざるを得ない
状況です。まだまだ安心できません
がしっかりと感染対策をしてまいり
ます。ご迷惑をおかけして申し訳ご
ざいませんが何卒よろしくお願い申
し上げます。


